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収
入
保
険
っ
て
な
に
？

自
然
災
害
に
よ
る
収
入
の
減
少
だ
け

で
な
く
、
価
格
低
下
等
に
よ
る
農
業
収

入
の
減
少
を
補
て
ん
す
る
保
険
で
す
。

対
象
品
目
を
限
定
せ
ず
、
農
業
経
営

品
目
全
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

加
入
で
き
る
方
は
？

加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
実
績
が
１

年
分
以
上
あ
る
農
業
者
（
個
人・法
人
）

で
す
。

補
償
の
内
容
は
？

農
業
者
ご
と
の
過
去
５
年
間
の
農
産

物
販
売
収
入
の
平
均
を
基
本
と
し
た

「
基
準
収
入
」
を
設
定
し
ま
す
。

保
険
期
間
の
農
産
物
販
売
収
入
が
基

準
収
入
の
９
割
（
補
償
限
度
額
）
を
下

回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割

（
支
払
率
）
を
補
て
ん
し
ま
す
。

補
償
限
度
額
と
支
払
率
は
そ
れ
ぞ
れ

加
入
者
が
選
択
で
き
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
の

補
て
ん
に
な
る
の
？

基
準
収
入
が
１
千
万
円
の
場
合
、
保

険
期
間
の
農
業
収
入
が
９
０
０
万
円
を

下
回
っ
た
場
合
に
補
填
さ
れ
ま
す
。（
最

高
の
補
償
限
度
80
％
・
積
立
幅
10
％
で

加
入
し
た
場
合
。）

掛
金
は
い
く
ら
な
の
？

基
準
収
入
１
千
万
円
の
場
合
、
初
年

度
は
32
・
5
万
円
で
す
。（
最
高
の
補
償

限
度
80
％
・
積
立
幅
10
％
で
加
入
し
た

場
合
。
内
訳
は
保
険
料
７・
８
万
円
、積

立
金
22
・
5
万
円
、
事
務
費
2
・
2
万

円
。
積
立
金
は
補
て
ん
に
使
わ
な
け
れ

ば
、
翌
年
へ
持
ち
越
さ
れ
ま
す
。）

保
険
金
の
受
取
が
無
け
れ
ば
、
翌
年

の
保
険
料
率
は
下
が
り
ま
す
。

類
似
制
度
と
の
関
連
は
？

収
入
保
険
は
農
業
共
済
制
度
を
は
じ

め
、
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ

シ
）、
野
菜
価
格
安
定
化
対
策
等
、
収
入

減
少
を
補
て
ん
す
る
類
似
制
度
と
重
複

し
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

万
が
一
、
重
複
加
入
が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
収
入
保
険
契
約
が
解
除
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、
よ
り

詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、
お
近

く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

疑問に
お答え
します！

収入減少の程度
 （保険期間の収入）

補てん金の合計 補てん金を含めた
保険期間の収入
（対基準収入）

保険方式
 （保険金）

積立方式 
（特約補てん金）

20%減（800万円） 90万円 0万円 90万円 890万円（89%）

30%減（700万円） 180万円 90万円 90万円 880万円（88%）

50%減（500万円） 360万円 270万円 90万円 860万円（86%）

100%減　 （0万円） 810万円 720万円 90万円 810万円（81%）

※掛け捨ての保険方式の補償限度 80％と掛け捨てにならない積立方式の補償幅 10％の場合。
※保険料と事務費は 50%、積立金は 75% の国庫補助が行われます。

8
割
以
上
の
収
入
を
確
保
！

収
入
保
険
が
始
ま
り
ま
し
た

特集
１

　
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
収
入
保
険
の
保
険
期

間
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
個
人
の
場
合
。
法
人
は
事

業
年
度
開
始
前
で
あ
れ
ば
、
ご
加
入
で
き
ま
す
。）

　
今
回
か
ら
収
入
保
険
の
内
容
と
ご
加
入
者
の
方

へ
大
事
な
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

〈補てん金額の例〉　※基準収入 1,000 万円の場合
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事故が発生したら…
自然災害や病虫害などにより対象農産物の
種類ごとに１割以上の数量減少が

見込まれるときには、
速やかにご連絡ください。

営農計画を
変更するときは…
加入時に申請いただいた保険期間中の
営農計画の栽培面積や品目、品種などを
変更する場合はご連絡ください。
これにより基準収入を再計算し、
保険料等に増減が生じた場合には
差額を精算いたします。

農作業日誌、農作物の販売に関する帳簿
（販売金額、販売数量、事業消費仕向け
数量等）を必ず記帳してください。

確定申告が終わったら…
平成30年分の確定申告が済みましたら、１か月以内に
「青色申告決算書」等をNOSAIまでご提出ください。

これによって過去の収入金額が確定となり、
基準収入金額等を再計算します。

併せて保険料・積立金・事務費が修正されます
ので、増額分があれば徴収し、
減額分があれば返還いたします。

必ず
ご連絡
ください

ご
加
入
者
の
み
な
さ
ま
へ

⃝個人経営の場合
・所得税の確定申告書Ｂ第１表
・青色申告決算書

⃝法人経営の場合
・法人税の申告書の別表一及び別表四
・損益計算書

この際、保険方式及び積立方式の支払
い率の修正や、基準収入の算定方法の
特例の申出の有無を再度選択すること
ができます。

記帳漏れのないようご確認ください

　
保
険
期
間
中
に
次
の
こ
と
が
あ
っ
た

場
合
に
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

電
話
・
メ
ー
ル
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
事
故
発
生
等
の
連
絡
が
無
い
場
合
に

は
、
保
険
金
・
特
約
補
て
ん
金
が
支
払

わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

提出する書類
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制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　
平
成
31
年
４
月
の
引
受
か
ら
、共
済
掛
金
国
庫
負
担
限
度
額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
家
畜
共
済
は
、共
済
掛
金
の
１
／
２
（
豚
は
２
／
５
）
を
国
庫
で
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。市
場
価
格
の
高
騰
な
ど
を
踏
ま
え
て

国
庫
負
担
限
度
額
が
見
直
さ
れ
、
４
月
の
引
受
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
死
亡
廃
用
共
済
及
び
疾
病
傷
害
共
済
に
お
け
る
共
済
掛
金
国
庫
負

担
限
度
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔死亡廃用共済〕

〔疾病傷害共済〕

特集
２

区　　分
国庫負担限度額

変更後 変更前

搾乳牛 710,000円 311,000円

育成乳牛
育成乳牛（牛の胎児を除く） 710,000円 311,000円

胎児 94,000円 45,000円

繁殖用雌牛 738,000円 312,000円

育成・肥育牛

育成牛（肉用種）
738,000円

312,000円

育成牛（肉用種以外） 64,000円

肥育牛 963,000円 306,000円

胎児 268,000円 77,000円

繁殖用雌馬 1,998,000円 1,192,000円

育成・肥育馬 1,998,000円 1,192,000円

種豚 87,000円 78,000円

種雄牛
乳用種 2,762,000円 1,210,000円

肉用種 1,757,000円 743,000円

種雄馬 8,623,000円 5,145,000円

区　　分
国庫負担限度額

変更後 変更前

乳用牛
搾乳牛及び育成乳用成牛

887,500円
388,750円

乳用子牛 56,250円

肉用牛

繁殖用雌牛 922,500円 390,000円

育成牛 922,500円 390,000円

肥育牛 1,203,750円 382,500円

一般馬 2,497,000円 1,490,000円

種豚 108,750円 97,500円

種雄牛
乳用種 3,452,500円 1,512,500円

肉用種 2,196,250円 928,750円

種雄馬 10,778,750円 6,431,250円

家
畜
共
済
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加入内容に変更がある場合は必ずご連絡ください。

加入時

4月10日～11月9日
被覆期間 未被覆期間

11月10日～4月9日

加入内容の変更

4月10日～11月20日
変更後被覆期間 変更後未被覆期間

11月21日～4月9日

　
　

短
期
加
入
を
廃
止
し
、

１　

未
被
覆
期
間
も
補
償
対
象
に

　
　

な
り
ま
し
た

共
済
責
任
期
間
は
原
則
１
年
間
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
被
覆
期
間
が
１
年
未
満

の
場
合
は
、
被
覆
期
間
に
合
せ
て
短

期
（
１
年
未
満
）
の
加
入
が
可
能
で
し

た
が
、
改
正
後
は
短
期
加
入
を
廃
止
し
、

未
被
覆
期
間
を
含
め
た
共
済
責
任
期
間

を
１
年
間
と
す
る
補
償
に
な
り
ま
し
た
。

（
た
だ
し
、始
期（
終
期
）を
統
一
す
る
場

合
は
、
短
期
加
入
が
認
め
ら
れ
ま
す
。）

こ
れ
は
、
近
年
多
発
し
て
い
る
異
常

災
害
で
未
加
入
期
間
の
園
芸
用
ハ
ウ
ス

に
損
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
多
く
、
補

償
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
補

償
を
拡
大
し
ま
し
た
。

共
済
責
任
期
間
が
１
年
と
な
る
こ
と

で
共
済
掛
金
の
ご
負
担
が
大
き
く
な
ら

な
い
よ
う
に
、
未
被
覆
期
間
の
共
済
掛

金
率
は
被
覆
期
間
の
共
済
掛
金
率
と
は

別
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

共
済
掛
金
の
国
庫
負
担

２　

限
度
額
を
１
億
６
千
万
円
に

　
　

引
き
上
げ
ま
し
た

共
済
掛
金
の
50
％
は
国
庫
負
担
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
限
度
額
は
、
組
合
員
ご

と
に
共
済
金
額
の
合
計
が
８
千
万
円
ま

で
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
は
限
度

額
が
２
倍
の
１
億
６
千
万
円
ま
で
拡
大

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
型
の
園
芸
用
ハ
ウ

ス
の
補
償
は
よ
り
ご
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。（
た
だ
し
、復
旧
費
用
に
係
る
共

済
掛
金
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
も
国
庫

負
担
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。）

　
　

小
損
害
不
填
補
の
基
準
が

３　

見
直
さ
れ
、
選
択
で
き
る

　
　

よ
う
に
な
り
ま
し
た

園
芸
用
ハ
ウ
ス
が
被
害
を
受
け
た
際

は
棟
ご
と
に
共
済
金
の
算
定
を
し
ま
す

が
、
支
払
の
基
準
と
な
る
金
額
を
見
直

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
共
済
金
支
払
の
基
準
と

な
る
金
額
は
「
損
害
額
が
３
万
円
又
は

共
済
価
額
の
10
％
を
超
え
る
金
額
」
で

し
た
が
、
改
正
後
は
「
損
害
額
が
３
万

円
又
は
共
済
価
額
の
５
％
を
超
え
る
金

額
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
共
済
金
支
払
の
基
準
と
な
る

金
額
に
、
10
万
円
及
び
20
万
円
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

４　

収
入
保
険
と
園
芸
施
設
共
済

園
芸
施
設
共
済
に
ハ
ウ
ス
本
体
（
被

覆
材
を
含
む
。）と
施
設
内
農
作
物
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
が
収
入
保
険
に
加
入

さ
れ
る
場
合
は
、
ハ
ウ
ス
本
体
は
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
し
、
施
設
内
農
作
物

は
収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

５　

制
度
改
正
に
係
る
注
意
事
項

平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
開
始
す

る
共
済
責
任
期
間
は
１
年
と
な
り
ま
す

の
で
、
加
入
の
際
に
は
１
年
の
期
間
で

被
覆
し
て
い
る
期
間
と
被
覆
し
て
い
な

い
期
間
を
申
込
時
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
後
に
加
入
内
容
（
被
覆
期
間
・

未
被
覆
期
間
）
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
各
支
所
に

連
絡
願
い
ま
す
。

加
入
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、

変
更
の
連
絡
が
無
く
被
害
が
発
生
し
た

と
き
は
、
共
済
金
の
お
支
払
い
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願

い
ま
す
。

制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　
園
芸
施
設
共
済
の
制
度
が
見
直
さ
れ
、
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
共
済
責
任
期
間
が

開
始
す
る
も
の
か
ら
適
用
と
な
り
ま
し
た
。
改
正
内
容
は
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

春の農作業シーズンが
始まりました

強風や季節外れの降雪に備えて
加入をご検討ください。

特集
３

園
芸
施
設
共
済
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 NOSAI元気通信!

桑
折
町
の
割
烹
「
仙
台
屋
」
で

は
、毎
月
第
４
水
曜
日
限
定
で「
半

田
銀
山
そ
ば
の
会
」
の
そ
ば
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

同
会
会
長
の
氏う

じ

家い
え

浩ひ
ろ
しさ
ん
は
、

桑
折
町
の
歴
史
資
産
「
半
田
銀

山
」
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
活
性
化
の
た

め
に
、
そ
ば
栽
培
を
行
う
目
的
で

２
０
１
１
年
か
ら
有
志
で
活
動
を

開
始
し
、
翌
年
協
議
会
を
設
立
し

ま
し
た
。

「
宿
泊
す
る
学
生
さ
ん
に
、
か

え
っ
て
元
気
を
も
ら
え
ま
す
」と
話

す
の
は
、
宿
主
の
早は

や

尾お

寿と
し

松ま
つ

さ
ん
。

逢
瀬
い
な
か
体
験
交
流
協
議
会

に
所
属
す
る
４
戸
の
農
家
民
宿
で

は
、
農
業
体
験
と
し
て
、
田
植
え
や

稲
刈
り
、
野
菜
摘
み
な
ど
、
基
本
的

な
農
作
業
か
ら
、有
機
農
法
の
実
習

と
い
っ
た
応
用
的
な
技
法
ま
で
、学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。宿
泊
さ
れ
る

方
に
応
じ
て
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
準
備
し
、お
い
し
い
田
舎
料
理
を

提
供
し
て
ゆ
っ
た
り
と
宿
泊
し
て

も
ら
う
ほ
か
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

４
戸
の
宿
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が

あ
り
、中
村
さ
ん
家ち

で
は
自
然
に
や

さ
し
い
田
ん
ぼ
作
り
や
囲
炉
裏
で

の
団
ら
ん
、な
ん
だ
べ
村
の
石
井
さ

ん
家
で
は
石
釜
で
の
ピ
ザ
作
り
と

竹
細
工
体
験
な
ど
、楽
し
さ
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、ま
か
ち
ゃ
ん
家
で
は
五
右

衛
門
風
呂
で
ほ
っ
こ
り
と
癒
や
さ

同
会
は
福
島
県
産
の
そ
ば
に
こ

だ
わ
り
、
品
種
「
会
津
の
か
お

り
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
遊
休
農
地
を
活
用
す
る
こ
と
で

景
観
保
全
に
も
努
め
て
い
ま
す
」

と
、
事
務
局
長
の
片か

た

平ひ
ら

滋し
げ
るさ
ん
。

町
内
外
の
お
客
さ
ん
で
混
み
あ

う
た
め
、
伺
う
際
は
問
い
合
わ
せ

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

割
烹
「
仙
台
屋
」

　

☎
０
２
４-
５
８
２-

３
１
６
９

　

伊
達
郡
桑
折
町
南
半
田
六
角
14
番
地

　

営
業
時
間

　

昼
…
11
時
半
～
14
時

　

夜
…
17
時
半
～
20
時

　

半
田
銀
山
そ
ば
の
会
事
務
局

　

E-m
ail　

info@
ginsoba.net

れ
、早
尾
さ
ん
家
で
は
飼
育
す
る
和

牛
と
の
ふ
れ
あ
い
や
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
収
穫
が
楽
し
め
ま
す
。

「
田
舎
暮
ら
し
や
農
業
を
体
験
し

て
、い
ま
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な

い
経
験
を
し
て
ほ
し
い
」と
早
尾
さ

ん
は
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

県
北
支
所

郡
山
田
村
支
所

毎
月
第
４
水
曜
日
の
楽
し
み

地
元
産
の
そ
ば
を
堪
能

農
家
の
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
民
宿

「
逢
瀬
い
な
か
体
験
交
流
協
議
会
」

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や地域の身近な話題　　などを、各支所からレポートします！

コシの強さが好評のそば

「半田銀山そばの会」の氏家さん（右）と片平さん

逢瀬いなか体験交流協議会の皆さん
出典：ふくしま企業向け農村体験プログラムガイド（福島県農村振興課）
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「
購
入
者
と
の
つ
な
が
り
づ
く

り
に
」
と
、
白
河
市
白
坂
に
あ
る

無
人
の
野
菜
直
売
所
「
関
谷
農
園

×
株
式
会
社
ナ
ル
イ
工
業
」
で
は
、

店
内
に
連
絡
帳
を
置
い
て
い
ま
す
。

直
売
所
は
、
建
材
業
を
営
む
成な

る

井い

匠た
く
みさ

ん（
38
）と
野
菜
を
生
産
す

い
わ
き
市
平
下
平
窪
の
中
華
料

理
店
華か

正せ
い

樓ろ
う

で
は
、地
元
い
わ
き
市

産
の
満
州
黒
豚
を
使
用
し
た「
い
わ

き
満
州
黒
豚
ま
ん
」
が
人
気
で
す
。

料
理
長
の
吉よ

し

野の

康こ
う

平へ
い

さ
ん
（
38
）
は
、

東
日
本
大
震
災
後
か
ら
、地
元
の
農

産
物
を
使
っ
た
料
理
作
り
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、現
在
店
内

で
提
供
さ
れ
る
料
理
に
は
地
元
産

の
農
産
物
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま

す
。い
わ
き
満
州
黒
豚
ま
ん
も
そ
の

一
つ
で
、市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売

す
る
際
に
は
必
ず
完
売
す
る
ほ
ど

好
評
で
す
。

満
州
黒
豚
は
、約
75
年
前
に
東
条

英
機
の
判
断
に
よ
り
中
国
大
陸
か

る
関せ

き

谷や

裕ひ
ろ

幸ゆ
き

さ
ん
（
47
）
が
、
ナ

ル
イ
工
業
の
敷
地
の
一
角
に
開
設

し
ま
し
た
。
二
人
は
「
今
の
時
代
、

あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
に
進
め
よ
う
」

と
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
連
絡
帳
を

置
き
ま
し
た
。

「
連
絡
帳
は
特
に
ル
ー
ル
も
な

く
、
自
由
に
使
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
考
え
で
す
」と
関
谷
さ
ん
。名

前
や
購
入
し
た
野
菜
の
こ
と
を
書

く
人
や
、「
お
す
す
め
の
食
べ
方

は
？
」
と
い
っ
た
質
問
な
ど
も
記

入
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
質
問

に
回
答
し
、
連
絡
帳
を
ま
た
備
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
が

楽
し
み
で
す
」
と
関
谷
さ
ん
。

店
内
に
は
関
谷
農
園
や
近
隣
農

家
の
農
作
物
が
並
び
、
野
菜
は

年
間
通
し
て
10
種
類
以
上
が
揃
い
、

関
谷
農
園
の
野
菜
を
使
用
し
た
加

工
品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

◎
野
菜
直
売
所

　

営
業
時
間
…
10
時
～
17
時

　

定
休
日
…
第
２
土
曜
・
日
曜
、
祝
日

ら
持
ち
込
ま
れ
た
、大
変
珍
し
い
黒

豚
。同
市
久
之
浜
町
で
は
こ
の
希
少

種
の
飼
育
が
長
年
続
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。一
般
的
な
豚
肉
に
比
べ
食

感
が
さ
っ
ぱ
り
し
つ
つ
も
濃
厚
な

味
わ
い
が
特
長
で
す
。

吉
野
さ
ん
は「
満
州
黒
豚
を
は
じ

め
と
し
た
い
わ
き
産
ブ
ラ
ン
ド
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と
力
強
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

華
正
樓

　

☎
０
２
４
６-

２
３-

９
５
４
８

　

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

白
河
支
所

い
わ
き
支
所

「
連
絡
帳
で
つ
な
が
り
づ
く
り
」

無
人
直
売
所
で
交
流
の
楽
し
み

地
元
の
希
少
な
黒
豚
を
名
物
に

い
わ
き
の
元
気
に
一
役

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や地域の身近な話題　　などを、各支所からレポートします！

人気のピクルスと雑穀ごはんの素
を PR する関谷さん

「いわき満州黒豚まんは通年
販売しています。ぜひご賞味く
ださい！」と吉野さん

直売所に置かれている連絡帳
（左上）。店内には10種類以上
の野菜や加工品が並びます

「いわき満州黒豚まん」１個
350円（税込）。地元産椎茸を
使用した「椎茸まん」（下）もオ
ススメ

 

華
正
樓　

い
わ
き

検
索

何個からでも

県内外へ

発送可能です！
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アスパラガスを夫婦で 20年ほど生産していま
す。昨年、JGAP を取得しました。生産者として
責任を持ち、消費者に安心で安全な生産物を提供
することに取り組んでいます。農業は自然に左右
され自然災害には勝てないので、NOSAI が農業弱
者にとって必要とされる組織であり続けてほしい
と思います。

東日本大震災の後に就農しました。ニンニクは
道の駅に出荷しています。高齢化により離農者が
増える中、後継者が安心して営農できるような情
報の発信源になりたいです。
既存の共済に加え、新たに収入保険が設立され

て、後継者の営農や新規就農が支えられることに
より、新規作物へのチャレンジを応援する体制に
なることを期待します。

定年後、農業の傍ら妻と農家民宿を経営してい
ます。農業共済制度は、災害時の農家経営安定に
必要であると思い、推進等を行っています。新た
な収入保険制度は、価格の低下や共済加入対象外
の野菜等も補償され、農家に適した保険だと思い
ます。青色申告の加入条件が緩和され、多くの農
家が加入できる制度になることを期待しています。

今年から始まった収入保険に加入しました。農
家にとっては作物の減収も損害ですが、それより
も販売収入の減収が経営に大きく影響します。収
入保険は、とても理にかなった保険だと思います。
地元の青色申告会会長も務めておりますので、集
落の皆さんに青色申告への移行と収入保険への加
入を勧めていきたいです。

農家に必要な組織であり続けてほしい

若い就農者が増える魅力ある農業に

農業保険制度は必要不可欠

収入保険は理にかなった保険

本宮市　五
いがらし

十嵐 勝
かつ

則
のり

さん（66）
NOSAI 部長歴／３年　岩根地区

猪苗代町　神
かん

田
だ

 忍
しのぶ

さん（38）
NOSAI 部長歴／４年　猪苗代地区

水稲 2000㌃、
ニンニク 10㌃

水稲 100㌃、
畑 20㌃

水稲 920㌃、
麦 350㌃

水稲 400㌃
平田村　村

むら

上
かみ

 信
しん

一
いち

さん（67）
NOSAI 部長歴／５年　小平地区

相馬市　小
お

島
じま

 良
よし

金
かね

さん（57）
ＮＯＳＡＩ部長歴／３年　飯豊地区

組合員の皆さんとNOSAIを
つなぐパイプ役としてご活躍
いただいている、NOSAI部長
の皆さんをご紹介します！

安達
支所

会津
支所

いわせ
石川支所

相馬
支所
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今
年
度
も
ま
た
皆
さ
ま
に
、
気
軽
に

『
健
康
』に
つ
い
て
考
え
実
践
し
て
い
た

だ
け
る
お
話
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い

く
だ
さ
い
。

新
年
度
を
迎
え
、ま
ず
は
『
食
』
か
ら

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ん
、朝
ご

は
ん
は
食
べ
て
い
ま
す
か
？
２
０
１
８

年
度
の
統
計
で
は
小
学
生
の
な
ん
と

15
％
が
、「
毎
日
朝
食
を
と
る
習
慣
」
が

身
に
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
結
果
で
し

た
。
学
習
能
力
ば
か
り
で
な
く
、
活
動

力
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
朝
は
一

番
身
体
の
水
分
量
が
少
な
く
、
血
糖
値

も
下
が
っ
て
い
る
た
め
、
充
分
な
水
分

を
補
給
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
で
も
、

血
糖
値
が
下
が
っ
て
い
る
か
ら
即
甘
い

物
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
れ
ば
良
い

の
か
？
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
き
な
り
砂
糖
を
摂
取

す
る
と
、
急
激
に
血
糖
値
が
上
昇
し
過

剰
な
分
は
蓄
え
ら
れ
し
ま
う
た
め
、
持

続
時
間
が
短
く
す
ぐ
に
だ
る
さ
を
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
推
奨
さ
れ
る

の
が
、『
ま
ご
わ
や
さ
し
く
い
ー
こ
』
で

す
。（
下
図
）

和
食
（
た
だ
し
、塩
分
を
ひ
か
え
た
）

は
、
ゆ
っ
く
り
糖
分
を
吸
収
し
穏
や
か

に
血
糖
値
を
上
げ
、
し
か
も
長
続
き
さ

せ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
す
。
安

易
な
シ
リ
ア
ル
や
菓
子
パ
ン
、
ジ
ュ
ー

ス
は
砂
糖
が
多
く
、
急
激
に
吸
収
さ
れ

長
持
ち
し
ま
せ
ん
。
食
物
繊
維
と
と
も

に
摂
取
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
の
で
、

ジ
ュ
ー
ス
で
は
な
く
果
物
で
取
り
ま

し
ょ
う
。

朝
食
は
、
一
日
の
始
ま
り
の
大
事
な

栄
養
で
す
。
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
噛
ん
で

食
べ
て
、
さ
あ
！
今
日
も
元
気
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
!!

清明クリニック 佐藤 睦子

第14回

はじめよう！

健康生活

まめ
豆、豆腐、納豆など

やさい
野菜

いも
芋類

こめ
米

さかな
魚類

しいたけ
椎茸などキノコ類

くだもの
くだもの

ごま
ゴマなどの種実類

わかめ
ワカメなどの海藻類

まごわ
やさしく
いーこ

健康的な食生活の合言葉

『まごわやさしくいーこ』
で健康生活！
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からのお知らせ

２
０
１
８
年
産
の
水
稲
は
、
６
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
高
温
少
雨
に
よ
る
干
害
が

発
生
し
、
中
山
間
部
に
お
い
て
、
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
獣
害
等
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
被
害
に
よ
り
、
県
内
９
８
６
戸

８
６
，
６
５
5
千
円
の
共
済
金
を
12
月
に

お
支
払
い
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
近
年

は
日
本
各
地
で
異
常
気
象
が
多
発
し
、
甚

大
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
万
が
一
の
備
え
に
水
稲
共
済
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

加
入
す
る
際
は
、
加
入
申
込
書
の
内
容

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、引
受
方
式
、単
位
当

た
り
共
済
金
額
（
１
㎏
当
た
り
補
償
単
価
）

及
び
特
約
の
有
無
を
選
択
の
上
、
申
込
期

間
内
の
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

水
稲
共
済
の

加
入
申
し
込
み
時
期
で
す

～
万
が
一
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
～

　
農
作
物
共
済
（
水
稲
）

補償期間

加入申込期限

対象となる災害
（共済事故）

加入方式等

移植期（直播をする場合にあっては発芽期）から
収穫期まで

2019年 4月20日まで

◦風水害、干害、冷害、雪害、その他気象上の原因（地震、噴火を含む）
　による災害、火災、病虫害、鳥獣害
◦共済事故を原因とする品質低下に伴う生産金額の減少（品質方式のみ）

加入方式、補償割合、特約及び単位当たり共済金額を選択できます。

※一筆半損特約：5割以上の収穫量の減収が見込まれる耕地に対して共済金を算出する特約
※自動継続特約：翌年以降の加入について、加入しない意思表示がない場合に申込みがあったとする特約

引受方式 補償割合 補償内容
特約

一筆半損 自動継続

一筆方式
（2021年産まで） 7割･6割･5割 耕地一筆ごとに、収穫量が補償割合を下回る減収があった

ときに共済金を支払います。
加入者
選　択

全相殺方式 9割･8割･7割 組合員ごとに、収穫量が補償割合を下回る減収があったとき
に共済金を支払います。

加入者
選　択

加入者
選　択

半相殺方式 8割･7割･6割 組合員ごとに、収穫量が補償割合を下回る減収があったとき
に共済金を支払います。

加入者
選　択

加入者
選　択

品質方式 9割･8割･7割
組合員ごとに、品質を加味した収穫量の減収があり、さらに
生産金額が補償割合を乗じた金額を下回ったときに共済金
を支払います。

加入者
選　択

加入者
選　択

地域インデックス方式
（新設） 9割･8割･7割

組合員ごとに、補償対象となる共済事故が発生し、農林水
産省公表の市町村別統計単収による収穫量が補償割合を下
回ったときに共済金を支払います。

加入者
選　択

加入者
選　択

２０１９年産単位当たり共済金額（区分ごとに金額を選択してください）

区分 第1位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 第 6 位 第 7 位 第 8 位

主食用米 176円 158円 141円 123円 106円 88円 ― ―

飼料用米 40円 36円 32円 28円 24円 20円 16円 12円

米粉用米 84円 76円 67円 59円 50円 42円 34円 25円
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からのお知らせ

畑
作
物
共
済
で
は
、
２
０
１

９
年
産
か
ら
制
度
改
正
が
行
わ

れ
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

の
新
設
、
補
償
割
合
の
拡
充
、

新
し
い
危
険
段
階
別
共
済
掛
金

率
の
導
入
な
ど
、
よ
り
加
入
し

や
す
い
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
多
く
の
方
に
ご

加
入
い
た
だ
い
て
い
る
一
筆
方

式
は
２
０
２
１
年
産
ま
で
で
廃

止
と
な
る
予
定
で
す
。
補
償
の

大
き
な
全
相
殺
方
式
な
ど
へ
の

移
行
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

単
位
当
た
り
共
済
金
額
（
１

㎏
当
た
り
補
償
単
価
）
は
、
経

営
所
得
安
定
対
策
の
畑
作
物
の

直
接
支
払
交
付
金
を
申
請
す
る

農
業
者
と
、
申
請
し
な
い
農
業

者
で
異
な
り
ま
す
。
交
付
申
請

の
有
無
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
畑
作
物
の
直
接
支
払

交
付
金
の
面
積
払
い
交
付
金
を

申
請
す
る
農
業
者
は
、
当
年
産

の
減
収
量
に
交
付
金
に
相
当
す

る
数
量
を
加
味
し
て
共
済
金
の

算
定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

畑
作
物
共
済

大
豆
の
加
入
申
し
込
み
が

５
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

　
畑
作
物
共
済
（
大
豆
）

加入面積基準

加入申込期間

対象となる災害
（共済事故）

補償期間

大豆の栽培面積が５アール以上

2019年 5月1日から6月15日まで

風水害、干害、土壌湿潤害などの自然災害及び鳥獣害、病害虫などによる収穫量の減収

発芽期から収穫期（適期に刈取り、圃場から搬出する時期）まで

※基準収穫量（単収）とは、「平年収量」のことで、その年の天候や肥培管理等が平年並みだった場合に見込まれる収量です。

引受方式 補償割合
（支払開始損害割合） 補償内容

一筆方式
（2021年産まで） ７割（３割） 耕地一筆ごとに、収穫量が７割を下回る減収があったときに共済金を支払います。

全相殺方式

〈選択制〉
９割（１割）
８割（２割）
７割（３割）

組合員ごとに、収穫量が補償割合を下回る減収があったときに共済金を支払
います。

半相殺方式

〈選択制〉
８割（２割）
７割（３割）
６割（４割）

組合員ごとに、収穫量が補償割合を下回る減収があったときに共済金を支払
います。

地域インデックス方式
（新設）

〈選択制〉
９割（１割）
８割（２割）
７割（３割）

組合員ごとに、補償対象となる共済事故が発生し、農林水産省公表の市町村
別統計単収による収穫量が補償割合を下回ったときに共済金を支払います。
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からのお知らせ

災
害
に
備
え
建
物
共
済
に
ご
加
入
を

建
物
共
済
の
ご
加
入
で
は
建
物
の
再
取
得
価
額（
新

築
価
格
）に
合
わ
せ
た
ご
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

（
㎡
単
価
の
目
安
参
考
）

建
物
再
取
得
価
額
に
合
わ
せ
た
加
入
で
補
償
が
充
実

お
支
払
い
す
る
共
済
金
は
共
済
金
額
の
加
入
割
合（
再
取
得
価
額
に
対
す
る
加
入

共
済
金
額
の
割
合
）
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。（
計
算
例
参
考
）

一般的な住宅の再取得価額の計算例

共済金お支払い額の計算例

一般的な木造建物の㎡単価の目安

木造住宅の延面積５０坪（１階、２階の合計面積）の場合
17万円　×　180㎡　≒  ３，０００万円

（㎡単価）　　（延面積）　　再取得価額（新築価格）

【建物再取得価額3,000万円　火災で100万円の損害が発生】
⃝取片付け費用が必要な場合

ご加入額

ご加入額

損害共済金

損害共済金

残存物取片付け費用共済金

残存物取片付け費用共済金

臨時費用共済金

共済金お支払い額
140万円

共済金お支払い額
68万7,500円

建物再取得価額に合わせた加入で補償が充実!!
臨時費用特約加入で大きな補償!!差額

火災共済の場合（NOSAI単独加入の場合）

火災共済3,000万円、臨時費用特約30%の場合

火災共済1,500万円、臨時費用特約なしの場合

100万円

62万5,000円

10万円

6万2,500円

30万円

71万2,500円

今
年
度
の
建
物
共
済
の
加
入
申
し
込

み
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
小

さ
な
掛
金
で
大
き
な
補
償
、「
住
ま
い

る
」
の
ご
加
入
内
容
を
検
討
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
、
も
う
一
度
契
約
内
容
の
見
直

し
を
お
願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切

な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

農
機
具
共
済
の
種
類
と

補
償
対
象
事
故

建
物
共
済

～
ご
加
入
額
は

十
分
で
す
か
？
～

建物の種類 ㎡あたりの単価
一般的な住宅 17 ～ 24 万円

土蔵 22 万円

倉庫 9 ～ 15 万円

納屋・農作業場 5 ～ 11 万円

詳しくは最寄りの
NOSAIへお問い
合わせください。
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からのお知らせ

事
故
発
生
か
ら
共
済
金
お
支
払
い
ま
で
の
流
れ

ま
ず
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
事
故
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

加
入
者

修
理
業
者

　
　
確
認
の
た
め
写
真
撮
影
し

ま
す
の
で
、
共
済
金
が
支
払
い

に
な
る
ま
で
は
、
部
品
を
廃
棄

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

修
理
業
者
へ
修
理
依
頼

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

修
理
内
容
の
確
認

共
済
金
の
お
支
払
い

損
害
評
価
員
に
よ
る
審
査

損
害
額
の
確
定

各
種
調
査

●
現
地
調
査
（
写
真
撮
影
）

●
事
故
状
況
の
聞
き
取
り

損
害
部
品
の
確
認

農
機
具
の
修
理

修
理
代
の
確
定

修
理
証
明
書
の
提
出

事
故
発
生

！！

！

満
額
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
支
払
共
済
金
は
、

新
調
達
価
額
と
加
入
共
済
金
額
の
割
合
で
計

算
さ
れ
ま
す
。
十
分
な
補
償
を
受
け
る
た
め

に
も
、
農
繁
期
前
に
加
入
共
済
金
額
の
見
直

し
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
約
の
見
直
し

共
済
金
の
支
払
い
に
な
る
場
合
、
特
約
を

付
け
る
こ
と
で
支
払
額
を
上
乗
せ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
特
に
、
臨
時
費
用
担
保
特
約

は
支
払
額
の
10
％
を
上
乗
せ
し
て
お
支
払
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※損害部品が確認できない場合、共済金をお支払いできないことがあります。

農
機
具
共
済
の
種
類
と

補
償
対
象
事
故

火
災
共
済

総
合
共
済

更
新
共
済

火
災
、落
雷
、破
裂
ま
た
は
爆
発
の
事
故
を

補
償
し
ま
す
。

火
災
共
済
の
事
故
の
ほ
か
に
、次
の
事
故

を
補
償
し
ま
す
。

物
体
の
落
下
、飛
来
／
接
触
、異
物
の
巻
き

込
み
／
盗
難
に
よ
る
盗
取
ま
た
は
き
損
／

鳥
獣
害
／
風
水
害
、土
砂
崩
れ
等
の
自
然

災
害
／
そ
の
他
ク
ロ
ー
ラ
等
の
損
害
な
ど

総
合
共
済
と
同
様
の
事
故
を
補
償
し
、加

え
て
農
機
具
の
買
い
替
え
を
す
る
た
め
の

資
金
を
積
み
立
て
る
も
の
で
、加
入
期
間

は
、耐
用
年
数
の
範
囲
内
で
３
年
か
ら
７

年
の
間
で
選
択
で
き
ま
す
。

破裂・爆発

落雷

火災

転覆・墜落

衝突・接触

自然災害

農
機
具
共
済 

～
十
分
な
補
償
を
受
け
る
た
め
に
～
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からのお知らせ

❶
名
人
の
マ
ネ
を
す
る

地
域
で
数
人
は
“
名
人
”
と
呼

ば
れ
る
よ
う
な
方
が
い
ま
す
の
で
、

そ
の
方
と
懇
意
に
な
っ
て
使
用
し

て
い
る
も
の
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け
自
分
と
近

い
飼
い
方
を
し
て
い
る
方
が
参
考

に
な
り
ま
す
。

❷
牛
の
嗜
好
性
が
高
い
も
の
を
選
ぶ

成
分
的
に
優
れ
て
い
て
も
採
食

量
が
減
る
よ
う
で
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
牛
の
嗜
好
性
は

個
体
差
が
か
な
り
あ
り
ま
す
の
で
、

個
体
を
よ
く
観
察
し
て
、
食
べ
な

い
場
合
は
別
な
も
の
に
変
え
る
か

中
止
し
ま
し
ょ
う
。

❸
安
価
で
取
り
扱
い
が

　
容
易
で
あ
る
こ
と

給
与
す
る
の
に
毎
回
ビ
ン
な
ど

で
飲
ま
せ
る
の
で
は
労
力
が
大
変

で
す
。
ト
ッ
プ
ド
レ
ス
（
ふ
り
か

け
）
や
配
合
飼
料
に
混
ぜ
て
与
え

ら
れ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
使
用
す
る
頭
数
と
梱
包
単
位

（
母
牛
２
頭
で
20
㎏
袋
は
多
い
？

な
ど
）
も
考
え
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

❹
牛
の
便
の
状
態
を
観
察
す
る

繊
維
質
も
消
化
さ
れ
て
い
て
、

モ
ッ
チ
リ
と
し
た
臭
わ
な
い
便
を

し
て
い
ま
す
か
。
良
い
便
を
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
飼
料
添

加
剤
は
少
な
く
と
も
ハ
ズ
レ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

❺
自
分
の
目
利
き
で

　
効
果
判
定
し
て
み
る

例
え
ば
、
子
牛
の
胸
囲
を
毎
月

測
定
し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
飼

料
添
加
剤
の
効
果
判
定
は
容
易
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
飼
料

添
加
剤
の
効
果
を
、
は
っ
き
り
と

数
値
化
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
最

低
半
年
間
は
継
続
給
与
し
て
、“
子

牛
が
以
前
よ
り
大
き
く
な
っ
た
よ

う
な
気
が
す
る
”
や
“
下
痢
が
少

な
く
な
っ
た
気
が
す
る
”
な
ど
感

覚
的
に
効
果
が
感
じ
取
れ
る
場
合

に
は
、
更
に
続
け
て
与
え
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

今
回
の
話
が
、
皆
様
の
お
茶
飲

み
話
の
ネ
タ
の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
私
と
も
ご
一
服
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

診
療
を
終
え
て
農
家
の
庭
先
で

い
た
だ
く
お
茶
の
席
は
大
切
な
情

報
交
換
の
場
で
す
の
で
、
私
は
急

患
が
な
い
限
り
極
力
お
付
き
合
い

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
茶
飲
み
話
で
よ
く
聞
か
れ
る
、

「
牛
用
飼
料
添
加
剤
」に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

飼
料
添
加
剤
は
、
本
当
に
様
々

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
農
場

で
何
を
目
的
と
し
て
何
を
選
ぶ
か

に
よ
り
全
く
様
相
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
の
で
、
飼
料
添
加
剤
を
選
ぶ

際
に
は
以
下
の
点
に
注
意
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

牛
用
飼
料
添
加
剤
を
選
ぶ
際
の
コ
ツ いわせ石川

家畜診療センター
次長　板垣 保

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座

獣医師が
簡単レクチャー
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からのお知らせ

農
業
共
済
新
聞
は
、「
農
家
に
学
び
、農

家
に
返
す
」
を
編
集
の
基
本
方
針
と
し

て
、営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
す
る
週
刊
紙
で
す
。

栽
培
や
飼
養
管
理
、
経
営
の
技
術
、
加

工
や
販
売
の
ア
イ
デ
ア
の
ほ
か
、１
週
間

分
の
農
政
の
動
き
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
福
島
版
」
で
は
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
職
員
が
取
材
し
た
地
域

に
密
着
し
た
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◦
発
行
日
…
毎
週
水
曜
日

◦
購
読
料
…
詳
し
く
は

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ

　

お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

農
業
共
済
新
聞
の
ご
案
内

新しく購読を

希望される方は、

本所または最寄りの

ＮＯＳＡＩ各支所へ

ご連絡ください。

新
し
い
仲
間
で
す

平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
採
用
と

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◦
本
所

　
富
田　
和
幸

◦
県
北
支
所

　
大
橋　
晶

　
鈴
木　
優
子

◦
郡
山
田
村
支
所

　
野
崎　
奈
央

◦
い
わ
せ
石
川
支
所

　
木
本　
実
来

　
安
藤　
健
太

◦
会
津
支
所

　
影
山　
翔
汰
朗

　
杉
山　
英
里
佳

◦
相
馬
支
所

　
菅
野　
稔
章

　
安
齋　
水
菜

◦
い
わ
き
支
所

　
齋
藤　
洵
也

◦
家
畜
臨
床
技
術
研
修
所

　
小
山　
翔
紀

利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
事
異
動

臨
時
総
代
会
開
催

口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

平
成
31
年
３
月
31
日
付
け
で
退
職
と

な
っ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
本
所

　
橋
本　
英
行

※
島
田　
義
嗣

◦
県
北
支
所

※
菊
地　
吉
徳

　
阿
部　
幸
博

　
羽
田　
仁

　
齋
藤　
昭
一

◦
安
達
支
所

　
遠
藤　
康
子

　
佐
久
間　
栄
一

◦
郡
山
田
村
支
所

※
岩
谷　
樹
雄

※
横
田　
一
雄

※
菅
野　
浅
治

◦
い
わ
せ
石
川
支
所

　
関
根　
美
智
子

　
味
戸　
一
夫

　
遠
藤　
泰
広

◦
白
河
支
所

　
相
楽　
毅

◦
い
わ
き
支
所

　
海
野　
博
昭

※
４
月
１
日
再
雇
用

平
成
31
年
２
月
27
日
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

福
島
会
議
室
で
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ

れ
、
提
出
さ
れ
た
７
議
案
全
て
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
議
案
第
１
号　
福
島
県
農
業
共
済
組

合
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

◆
議
案
第
２
号　
役
員
報
酬
額
の
変
更

に
つ
い
て

◆
議
案
第
３
号　
平
成
30
年
度
業
務
収

支
予
算
書
の
変
更
に
つ
い
て

◆
議
案
第
４
号　
平
成
31
年
度
事
務
費

賦
課
金
の
賦
課
額
及
び
賦
課
徴
収
方

法
に
つ
い
て

◆
議
案
第
５
号　
福
島
県
農
業
共
済
組

合
に
お
け
る
実
施
体
制
の
改
善
計
画

に
つ
い
て

◆
議
案
第
６
号　
家
畜
共
済
勘
定
積
立

金
の
家
畜
診
療
所
勘
定
へ
の
繰
入
れ

に
つ
い
て

◆
議
案
第
７
号　
全
国
農
業
共
済
組
合

連
合
会
と
福
島
県
農
業
共
済
組
合
と

の
「
建
物
共
済
の
再
保
険
関
係
ま
た

は
保
険
関
係
に
関
す
る
基
本
契
約

書
」
の
締
結
に
つ
い
て

農
業
共
済
事
業
に
伴
う
共
済

掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
、
口

座
振
替
の
利
用
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。現
在
、掛
金
等
を
現
金

で
納
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口

座
振
替
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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あ
と
が
き

広
報
紙
の
発
行
回
数
が
、
年
５
回
か
ら
６
回
に
な
り

ま
す
。
農
業
保
険
事
業
の
ご
案
内
な
ど
、
わ
か
り
や
す

く
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

表
紙
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
孫

さ
ん
が
飾
り
ま
す
。
家
族
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
農

業
に
取
り
組
む
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
の
取
材

中
も
、
作
業
場
は
笑
顔
が
絶
え
ず
、
楽
し
く
優
し
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ご
家
族
の
温
も
り
を
、
皆
様
に
お
届

け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今号の
表紙

種
も
み
を
量
る

お
手
伝
い
を
し
た
よ
！

郡
山
市
湖
南
町
三み

代よ

地
区
の
鈴す

ず

木き

和か
ず

夫お

さ

ん
（
63
）・
弘ひ

ろ

美み

さ
ん
（
65
）
ご
夫
婦
は
、40
年

に
わ
た
り
水
稲
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在

は
娘
夫
婦
に
経
営
を
移
譲
し
ま
し
た
が
、
こ

の
日
は
孫
の
青あ

お

山や
ま

莉り

り々

ち
ゃ
ん
（
10
）・
柚ゆ

月づ
き

ち
ゃ
ん
（
7
）・
明あ

か

里り

ち
ゃ
ん
（
4
）
と
一
緒

に
種
も
み
量
り
。
い
つ
も
の
お
手
伝
い
の
お

か
げ
で
手
慣
れ
た
3
姉
妹
に
は
頼
も
し
さ
が

満
ち
て
い
ま
し
た
。

福島県農業共済組合では、事業紹
介、各支所の連絡先などの組織概要、
採用情報など、様々な情報を掲載した
ホームページを開設しております。

ぜひご活用ください。

NOSAI 福島
ホームページのご案内

編
集

・
発

行

福
島

県
農

業
共

済
組

合
（

N
O

S
A

I福
島

）
〒

960-8031 福
島

市
栄

町
6番

6号
 

TEL. 024-521-2715　
 FA

X. 024-523-1887
http://w

w
w

.fukushim
a-nosainet.jp/

2019.4
1
5
号

りか
ひ

農業保険の実行元年

星
ほし

 華
か

代
よ

子
こ

さん（30）
（南相馬市）

出荷される水菜。
「家族３人で新鮮でおいしい野菜を
皆さんに届けます」と星さん

写真上：リーフレタスを収穫する星さん

【主食用米約３㌶、飼料用米約 19㌶、
野菜ハウス 12 棟】

子
供
の
頃
か
ら
家
族
み
ん
な

で
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
の

で
、
就
農
へ
の
抵
抗
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
、
両

親
と
３
人
で
水
稲
栽
培
の
ほ
か
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
リ
ー
フ
レ

タ
ス
や
水
菜
、ト
マ
ト
、キ
ュ
ウ

リ
、
コ
マ
ツ
ナ
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
大
学
卒
業
後
、
県
内
で

就
職
し
て
い
ま
し
た
が
、
家
業

を
継
ぎ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
、
２
年
前
に
就
農
し

ま
し
た
。
就
農
後
、
大
型
特
殊

免
許
や
牽
引
免
許
、
中
型
免
許

を
取
得
し
、
今
で
は
耕こ
う

耘う
ん

や
稲

刈
り
作
業
な
ど
、
農
業
機
械
操

作
が
楽
し
い
と
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
は
施
肥

や
防
除
、
栽
培
計
画
な
ど
、
一

通
り
自
分
で
判
断
し
作
業
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

一
人
前
を
目
指
し
切
磋
琢
磨
！

輝く

農業女子
N O G Y O J O S H I

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で

お
願
い
し
ま
す

県北支所 ☎ 024-544-2711
安達支所 ☎ 0243-23-7777
郡山田村支所 ☎ 024-933-3307
　田村出張所 ☎ 0247-82-0249
いわせ石川支所 ☎ 0247-37-1003
白河支所 ☎ 0248-27-1121
　棚倉出張所 ☎ 0247-33-2261
会津支所 ☎ 0241-28-1111
　南会津出張所 ☎ 0241-62-5588
相馬支所 ☎ 0244-23-6236
双葉支所 ☎ 0240-22-4111
いわき支所 ☎ 0246-24-1166


